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HOME PERSONAL OMPUTER 


コン ピュ ー タ 用 語 に 自信 の な い 人 、 
M マ ガ を 読み 始め た ば か り で 、 内 容 
が チン プン カン プン な 人 、 付 録 の 
「MSX 豆 辞典 」 が 、 キ ミ た ちの 強 一 
い 味 方 に な っ て くれ る 。 晶 月 号 は 、 
ビギナー 用 に いわ ゆる 初歩 的 な 用 語 、 
10 月 号 で は 、 ミ ュー ジッ ク か ら お 絵 
描き 、 ニ ュー メデ ィ ア まで 、 初 め て 
聞く よう な 用 語 も 解説 。 これが わか 
れ ば 、 初 級 は まず まず 合格 だ ね 。 


@ ア イコ ン 


時 アイ コン 


も と も と は 記号 分 類 に お ける ICON( イ コン ) の こと 。 絵文字 
の 一 種 。 本 来 、ICON と いう の は 、 そ れ が 示し て いる も の と 形態 
的 に 類似 性 の ある 記号 (た と えば 飛行 機 を 表す 飛行 機 の シ 
ル エ ッ ト な ど ) の こと の み を いう 。 矢 印 や 十 、 一 な どの 記号 ( ダ 
イア グラ ム ) や レス トラ ン を 表す ナイ フ と フォ ー ク (シン ポ 
ル ) な ど と は 基本 的 に 別種 の 記号 。 

近年 、 コ ンピュータ の 操作 を より 直感 的 な も の と する た め 、 
様々 な 記号 や 絵文字 が 使わ れ は じ め た 。ICON は それ ら の 記号 群 
の 一 部 な の だ が 、 米 国 コ ンピュータ 界 の 影響 か 、 そ れ ら の 記号 
群 の 総称 と し て | CON と いう 言葉 が 使わ れ 、 ま た その 発音 も 米 
国 流 に 「 ア イコ ン 」 と され る 。 


デイ ドル タイ ム 鍋 INS 


一 ア イド ル タ イ ム 


コン ピュ ー タ の 電源 が 入っ て いる の に 、 何 の 動作 も し て いな 
い 時 間 の こと を 言う 。 た と えば 、 プ ログ ラム リス ト を 入力 する 
と き 、 ほ と ん どの 時 間 、 人 間 は リス ト が 印刷 され て いる 紙 を 見 
て いた り 、 キ ー ボ ー ド を 揚 し て いた りす る 。 コ ンピュータ は ず 
っ と キー ボー ド が 押さ れる の を 待っ て いて 、 押 され た ら そ の 了 瞬 
間 に 処理 (画面 に 文字 を 表示 し た り 、 プ ログ ラム を 記憶 する ) 
を 終え て し まう 。 つ まり 、 ほ と ん どの 時 間 は 待っ て いる わけ で 
ある 。 大 変 高価 な 大 型 コ ンピュータ で は アイ ドル タイ ム の 長 さ が 
問題 と され る が 、 そ れ を 気 に し な く て いい の が M S X の よう な 
パー ソナ ルコ ンピュータ な の で ある 。 


固 INS(Informatian 


Network ystem) 


高度 情報 通信 シス テム 。 わ が 国 の 電気 通信 網 は 、 電 報 、 電 話 、 

計 、 デ ー タ 、 フ ァ ク シミ リ の 5 つの ネッ トワ ー ク が それ ぞ れ 
独立 に 形成 され て お り 、 制 度 、 料 金 も 別 体系 に な っ て いる 。 

INS 計 画 は 、 ア ナ ロ グ 信号 で 伝送 され て いる 電話 網 を 他 の 通信 
綱 同 様 に デジ タル 化し た うえ で 、 こ れ ら 5 つの 通信 網 を | 本 の 
デジ タル 通信 回 線 に 統合 、 伝 送 速度 の スピ ー ド アッ プ と 品質 の 
向上 を 図る と と も に 、 料 金 体系 の 一 元 化 と 合理 化 を 実現 。 さ ら 
に 、 大 容量 の 光ファイバー や 通信 衛星 な どの 新しい 通信 回 線 に 
より 、 家 庭 、 職 場 、 公 共 施 設 、 病 院 、 交 通 タ ー ミ ナル 、 銀 行 、 
デパ ー ト 、 自 治 体 な ど を 相互 に 結び 、 テ レビ 電話 、VRS( 画 像 応 
答 シ ステ ム )、 キ ャ プ テ ン 、 フ ァ ク シミ リ 新 聞 な ど 多種 多様 な 通 
信 サ ービス を 低 康 な コス ト で 手軽 に 提供 する こと が で きる 。 


⑯ ア セン プラ 


田 ア セン ブラ 

コン ピュ ー タ の 心臓 部 C PU は 、 マ シン 語 と いう 数 字 の 組合 
せ で 制御 する こと が で きる 。 し か し 、 マ シン 語 は 人 間 に と っ て 
覚え に くい も の な の で 、 よ り わ か りや すい 言葉 で マシ ン 語 の プ 
ログ ラム を 記述 で きる よう に し た の が アセ ンプ ブラ で ある 。C P 
U り に は いろ いろ な 種類 が あり 機能 や マシ ン 語 コー ド が 異な る の 
で 、 そ れ ぞ れ に よっ て 違っ た 記述 方 式 の アセ ンプ ラ が 作ら れ で て 
いる 。M S X に は Z80 系 の CPU が 使わ れ て いる の で 、 ザ イロ 


9993 = MRTPSG EQU 9993H 
す 
URG 9E999H 
隅 
Eg99 AF XOR A 
E991 SF LD E,A 
Egg2 CD9399 CALL MRTFSG 
E995 3C INC AaA 
Eg96 1Eg1 LD  E,91 
Eg9B CD9399 CALL MRTPSG 
Eg9B 3E97 LD  A,97 
Eg9D 1EBF LD 。E,19111111B 
EggF CD93gg CALL MRTPSG 
E912 3C INE Aa 
E913 1EgA LD  E,19 
E915 CD939g CALL MRTPSG 
す 
E918 1613 LD。 5,19 
E91A 9ECB LUP9: LD  C,299 
Eg1C 96FF LOOP1: LD  B,255 
EgIE 95 LOP2s DEC B 
Eg1F 2gFD JR NZ,LOOP2 


アセ ンプ ラ る アナ ログ RG 方 式 


グ 表 記 と よ ば れる 記述 方 法 を 用 いた アセ ンプ ブラ を 使う こと が 多 
い 。 ま た 、C P U の 命令 を 表す 語 を ニー モニ ッ ク 、 与 える 数 値 
な ど を オペ ラン ド と いう 。 例え ば LD A、43 と あれ ば 、A レ 
ジス タ に 43 を 代入 せよ 、 と いう 命令 を 意味 する 。L D は ロー ド 
せよ と いう ニー モニ ッ ク で 、 34 は オペ ラン ド 。 こ れ を マシ ン 語 
の コー ド に 直す と 、3E、2B ( 各 |6 進 数 ) と な る 。 アセ ンプ 
ラ を 利用 する 場合 、 ま ず こ の よう な ニー モニ ッ ク と オペ ラン ド 
で 構成 され た プロ グラ ム テ キス ト を 、 エ ディ タ と 呼ば れる プ 
ログ ラム で 作成 する 。 そ し て 、 こ れ を アセ ンプ ラ で マシ ン 語 に 
変換 する こと で 、 マ シン 語 の プロ グラ ム が 実行 で きる よう に な 
る 


還 ア ナ ロ グ HG 日 方 式 


コン ピュ ー タ の 映像 信号 を 、 光 の 3 原色 で ある 赤 (RED ) 、 
緑 (GREEN) 、 青 (BLUE ) に わけ て 出力 する 方 式 。 ブ プラ ウン 管 の 
ビーム 管 (RGB) を それ ぞ れ 直接 ドラ イブ する の で 、 ズ レ の な い 
鮮明 な 画像 が 得 ら れる 。 た だ テレ ビ モ ニ タ も 専用 な も の か 必要 
に な る の で (アナ ログ RGB21 ピン 対 応 )、 出 費 が か さむ こと が 難 
点 。 | 行 に つき 80 文 字 も 出力 で きる M S X 2 な ど で 、 威力 を 発 
揮 す る 。 


@ ア ー キ テク チャ 旬 RS -232C イ ンタ ー フ ェ イ ス 


一 アー キテ クチ ャ 

いわ ゆる 「 構 造 」 の こと 。 コ ンピュータ を 作る 際 の 基本 設計 、 
ある い は その 設計 思想 の こと を さす 。 そ の マシ ン の 主 な 使用 目 
的 、 既存 の ソフ トウ ェ ア と の 互換 性 、 使 用 環境 や コス ト の 問題 
な どか ら 、 マ シン の 仕様 は 決め られ て いく 。 む ろ ん 、 使 われ る 
CPU の 種類 、 |/0 の 構成 な ども 含ん で この 基本 設計 は な され る 
わけ で 、 ア ー キ テク チャ を 決定 し た 時 点 で 、 そ の マシ ン の 性 格 
は 定め られ た と 考え て も よい 。 


画 昌 5- ど ヨ ら ビ イ ンタ ー フ ェ イ ス 


デー タ 端 末 と デー タ 通 信 半 置 (モデ ム 等 ) と の 接続 に 関す る 標 
準 規格 が 、RS-232 と 呼ば れる も の で 、 そ の 中 で も 新しい も の が 
RS-232C で ある 。 モ デム と の イン ター フェ イス に 関し て は 、RS- 
232C が 標準 に な っ て いる 。 


@RG 昌 方 式 @RF 信 号 


画 曲 GB 方 式 (TTL レ ベル ) 


通常 、 デ ジタル 8 ピン R G B 方 式 な ど と 呼ば れる 出力 方 式 。 
赤 ( R ) 緑 ( G ) 青 ( B ) の 3 原色 を 、 そ れ ぞ れ | か 0 か で 混ぜ 合わ 
せる こと で 色 を 表現 する た め 、 合 計 8 色 の 色 表 示 が 可能 に な る 。 
M S X で は パイ オニ ア の PX-7 が 8 ピン R G B 出 力 を 持っ て 
いる 。 


を で RGB と は 、 
R(RED)、 G 
(GREEN)、 
B(BLACK)。 


シス テム コン トロ ー ル 


画 昌 F 信 号 
コン ピュ ー タ の 出力 を 、 専 用 IP 


モニ タ の 代わ り に 家庭 用 テレ ビ 
な ど に つなげ る よう に する た め 
の 信号 方 式 。R F と は 、radio 
frequency の 略 で 、 映 像 お よ 
び 音 声 信号 を 、 テ レビ の アン テ 
ナ 端 子 か ら 入力 で きる よう に 変 
換 す る 。M S X で は 大 半 の マシ 
ン に 、R F 信 号 を 出力 する RF 
モジ ュ レ ー タ が 内 蔵 さ れ て いる 
の で 、 ME コシ ピ ュー ティ ン は 12 
グ が 楽し め る わけ だ 。 


@ イ ンタ プリ タ 旬 エンベロープ 


一 イン タプ リタ 

プロ グラ ム と し て 入力 し た プロ グラ ムリ スト (テキ スト ) を 
| 娘 字 ずつ 取り 出し 、 翻 訳し な が ら 実 行 す る タイ プ の プロ グラ 
ム 言 語 を さす 。 MSX-BASIC が これ で 、 実行 速度 は コン パイ ル 
方 式 に 比べ て 遅く な る が 、 プ ログ ラム の 訂正 な ど が 気軽 に 行え 
る と いう 特長 が 部 受 で きる 。 エ ラー が 出 た ら 訂正 し て すぐ に R 
UN、 と いう の は イン タプ リタ だ か ら で き る わけ だ 。 小 規模 な 
プロ グラ ム や 、 高 速 な 処理 を 要求 され な い プ ログ ラム に は 、 小 
回 り の きく イン タプ リタ 方 式 が 向い て いる 。 な お 、 MSX-BASIC 
は 、 正式 に は 中 間 言 語 方 式 イ ンタ プリ タ 。 これ は 、 コ マン ド や 
ステ ー ト メン ト を 1 また は 2 バイ ト の コー ド に 変換 し て メモ リ 
に 格納 し て お くも の で 、 実行 時 の 客 訳 時 間 の 短縮 や メモ リ の 利 
用 効率 の 点 で 有意 義 な 方 式 。 た と えば PRNT と いう 5 廊 字 の ステ 
ー ト メン ト は 、9| (|6 進 数 ) の | バイ ト の コー ド で 表現 され 、 
プロ グラ ム の PRINT "ABC” は 、 9|、 22、 4|、 42、 43、 22( 各 
16 進 数 ) と いう ひと 続き の コー ド で 記憶 され る 。 中 間 言語 コー 
ド へ の 変換 は プロ グラ ム を 入力 し た 時 に 行わ れ 、LIST コ マン ド 
を 実行 し た と き は 、 元 の 文字 列 に 変換 し て 表示 する よう に し て 
いる 。 


圏 エ ン ベ ロ ー プ 

シン セ サ イ ザ な どの 電子 楽器 で 使わ れ て いる 用 語 。 鍵盤 を 押 
し て 発音 を 始め た 時 (ノー ト ・ オ ン ) か ら 、 鍵 盤 を は な し て 発 
音 を 止め る (ノー ト ・ オ フ ) まで の 間 の 、 音量 な どの 変化 を あ 
ら わ す も の 。 

ノー ト ・ オ ン の 直後 の 最大 値 ま で 変化 する 時 間 を 『 ア タッ ク ・ 
タイ ム 』、 最 大 値 か ら 持続 音 の 値 で ある 『 サ ステ ィ ン ・ レ ベル 』 


8 


エン ベロ ー プ ADSR 


まで 変化 する 時 間 を 『 デ ィ ケ イ ・ タ イム 』、 ノー ト ・ オ フ を 
し て か ら 実 際 に 値 が ゼロ に な る まで の 時 間 を 『 レ リー ズ ・ タ 
イム 』 と 呼ん で お り 、 ま と め て 『ADSR』」 と 呼ば れ て いる こと 
も 多い 。 


レベ ル 】) タッ ツク レリーズ 


「 
ノー ト 1 ノー ト 時 間 


キー ボー ド の 状態 と エン ベロ ー プ ( 図 | ) 


画 ADSH 

シン セ サ イ ザ な どの 電子 楽器 で 使わ れ て いる 用 語 。 そ れ ぞ れ 
アタ ッ ク (Attack time) ・ デ ィ ケ イ (Decay time )・ サ ステ ィ 
ン (Sustain level) ・ レ リー ズ (Relese time ) を 略し た も の 。 
これ ら の 要素 の 変化 で 、『 エ ン ベ ロ ー プ 」 と 呼ば れ て いる 『 童 の 
入れ 物 』 の 形 が 決定 で きる よう に な る 。 


ADSR@FM 音 源 


最近 で は ADSDR の よう に 、 変化 する 要素 の 数 を 増やし て 、 よ 
り 細か い 変 化 を 表現 で きる よう に し て いる シン セ サ イ ザ が 多く 
な っ て き て いる 。 

DX-1/5/7/9 の FM 音源 で は 、 こ れ ら の 要素 は レー ト (Rate ) 
と レベ ル (Level) と いう まっ た く 別 の 考え か た に 置き 換え ら 
れ て お り 、ADSR に と ら わ れ な い 変 化 を 表現 する こと も で きる 。 


画 FM 音 源 


シン セ サ イ ザ な ど で 使 われ て いる 音源 の ひと つ 。 

音 の 音色 の 特長 が あら われ て いる 成分 (倍音 成分 ) を 作る た 
め に 、 周 波数 変調 (Frequency Modulation ニ FM) 回路 を 使う 
の で FM 音源 と 呼ば れ て いる 。 

比較 的 簡単 な 操作 で 、 非 常に 複雑 な 変化 を する 倍音 成分 を 作 
り だ すこ と が で きる の で 、 金属 打楽器 ( 鉄 琴 や ゴン グ な ど ) や 
擦 弦 楽器 (パイ オリ ン な どの 『 弓 」 を 使う 弦楽 器 ) な ど 、 短 時 
間 に 倍 音 成分 が 大 きく 変化 する 楽器 の 音色 を モデ ル と し た 音色 
が 作り や すい 。 


年 これ が あ 
れ ば 、 キ ミ 
の マシ ン も 
シン セ が 楽 
し め る 。 


@HDTV@LED 


還 HDTV 


高 品位 テレ ビ 放送 。 現在 の テレ ビ 放 送 方 式 よ り も 走査 線 数 を 
増加 し 、 ま た 伝送 周波 数 帯域 を 拡大 し 、 き め の 細 か い 鮮 明 な 人 据 
力 の ある 画面 と 良質 の 音声 を 提供 する 品質 の 高い テレ ビ 放送 方 
に の 

高 品位 テレ ビ の 放送 を 実施 する た め に は 、 現行 テレ ビ 放 送 の 
数 倍 の 伝送 周波 数 帯域 峠 (チャンネル) が 必要 と な る 。 そ の た め 、 
現行 の チャ ン ネ ルプ ラン で は 実施 困難 な の で 、 放 送 衛星 また は 
帯域 圧縮 の 技術 開発 な ど に 期待 が か か っ て いる 。 


画 L ED ロ 


発光 ダイ オー ド (Light Emitting Diode) の こと 。 電 流 を 流す 
こと で 光 を 発する ダイ オー ド 。 ダ イオ ー ド と は 半導体 の 一 種 で 、 
片方 向 に し か 電流 を 流さ な い 性 質 が ある 。 LED は 、 豆 電球 の よ 
うに フィ ラメ ント が 切れ る よう な こと が な く 、 寿 命 の 長い の が 
特長 。 ま た 、 消 費 電 力 が 小さ いこ と も 、 よ く 利 用 され る 理由 の 
ひと つ 。 さ ら に 、 発 光 面 が 小さ く 小型 化 で きる た め 、 い ろ い ろ 
な 分 野 で 使わ れる 。 発光 色 に は 赤 、 緑 、 黄 、 青 な ど が あり 、 高 
輝度 の も の 、 目 に 見 えな い 赤 外線 を 出す も の な ども 開発 され て 
いる 。 
じ 


クム 


で LED の 発光 
面 は 小さ い の で 、 
いろ ん な 形 が あ 
り ま す 。 


@MSX-DOS 久 ( 8 ) パ ー ト 


一 MSX-DO5 

M S X 専用 に 作ら れ た ディ スク ・ オ ペレ ー テ ィング ・ シ ステ 
ム (D03S) の こと 。 64 キ ロバ イト の R A M が ある M S X に 、 
ディ スク ドラ イブ を つない だ と き に 利用 で きる 。BASIC の 時 と 
は 違っ て 50 キ ロバ イト 以上 の R AM が 使え る の で 、 デ ィ ス ク を 
使っ た 大 規模 な プロ グラ ム を 動か すこ と が 可能 。MSX-DOS に 
は 組み 込み コマ ンド と し て 、 デ ィ ス ク 内 の ファ イル 名 や 大 き さ 
を 表示 する DIR 、 廊 字 フ ァイル の 内 容 を 直接 画面 に 表示 する 
TYPE、 フ ァイル を コピ ー す る COPY 、 な ど |3 種 類 が 用 意 さ 
れ て いる 。 


画 ( 日 ) パ ー ト 


メロ ディ ー や 、 伴 奏 
な ど を 演奏 し て いる 『 音 
ンプ の グル ー プ 」 の こと ( オ 
ー ケ スト ラ な どの 楽器 
の グル ー プ )。 声 部 。 

シン セ サ イ ザ が 同時 
に 出す こと が で きる 音 
の 数 は 『 ボ イス 』 と 呼 
ば れ 、 パ ー ト を 作る 基 
準 と か っ て いる も の な 
の で 、「 メ ロディ の パー 
ト に 2 ボイス を 割り 当 
て る 」 と いう よう に し 
て 使い 分 ける 心 要 が あ 
る 。 


人 @ 音 声 入力 装置 @ オ ー バ ー ラ ッ プ 


圏 音 声 入 力 装 置 オ 
人 間 の 言 穫 を コン ピュ ー タ に 理解 させ 、 命 令 を 伝え る 凌 置 
機械 を 動か す と き に は 、 一 般 に ボタン を 押し た り ス イッ チ を 入 
れ た りす る が 、 そ れ を 声 で 行 お う と する た め の も の 。 現在 で は 
桂 定 の 人 間 の 声 を あら 
か じ め 登 録 し た り し な 
いと 使え な い が 、 一 部 紀 
で は 実用 化 も され て い 
る 。 音声 入力 の ワー プ ブ 
ロ な ども 、 こ の 夫 軒 が 
利用 され て いる 。 


較 オ ーー バー ラップ 

画面 転換 の 一 種 で 、 前 の 画面 が し だ い に 暗 く な っ て いき 、 そ 
の 画面 内 か ら つ ぎの 画面 が し だ い に 現れ て くる こと 。 画 だ け 
で は な く 音 に も 使用 する 。 ラ ッ プ ディ ゾル プ と も いう 。 


⑱ カ ッ ト ・ イ ン ・ バ ッ ク 久 簡易 言語 


田 カ ッ ト ・ イ ン ・ バ ッ ク 

連続 し た 画面 の | 区 切り を カッ ト と いう 。 映画 の 場合 カメ ラ 
を 回 し だ し て 止め る まで を 1 カッ ト 。 テ レビ の 場合 は スイ ッ チ 
ャ ー が 他 の カメ ラ に 切り 換え る まで の 画面 が | カッ ト に あたる 。 
カッ ト ・ イ ン と は 、 こ の 長い カッ ト の 途中 に 他 の カッ ト を 一 時 
的 に 挿入 する こと 。 反対 に も と の カッ ト に も どす こと を カッ ト ・ 
バ パック と いう 。 


回 


六 


MS と 
3 


ュ ざ ry 証 毅 な 
3 計 rM9 庄 
の 


一 簡易 言 

誰 で も コン ピュ ー タ を 使え る よう に 、 プ ログ ラミ ンク を 簡単 
化す る た め に 作ら れ た 言語 。 あ ら か じ め 処 理 手順 や 命令 を コー 
ド 化 し て 記憶 させ て ある の で 、 ユ ー ザ ー は ディ スプ レイ 画面 上 
に 出る メニ ュー を 選択 し な が ら 、 対話 的 に プロ グラ ム を 作れ る 。 
代表 的 な も の は 、VISICALC や PIPS な ど 。 
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キャ プ テ ン シス テム 欠 グ ラフ ィ ッ クモ ー ド 


トー に すす ーー 
男 キ ヤ プ テ ン シ ス テム 

(文字 図形 情報 ネッ トワ ー ク ・Character And Pattern Telep 
hone Access Information Network System ) 


や キ ャ プ テ ン は 、 
M マ ガ で も す で 
に や っ た けど と ど 難 
誤 し か っ た か な 。 


電話 回 線 で 究 や 事務 所 の 時 人 と 情報 セン ター を 結び 、 セ 


ンタ ー に 蓄積 され て いる 各種 情報 を 必要 に 応じ て 、 ブ ラウ ン 管 
上 に 文字 と 図形 で 映し 出す シス テム 。 利用 者 は 備え 付け の キー 
パッ ド の ボタ ン を 押し 、 あ ら か じ め 決 め ら れ た 情報 番号 を 受話 
機 で 回 せ ば 、 い つ で も 必要 な 情報 を 呼び 出す こと が で きる 。 こ 
の 種 の 情報 サー ビス シス テム は 、 国 際 的 に は ビデ オ テ ッ クス と 
称 さ れ て いる 。 キ ャ プ テ ン シス テム は 、 日 本 の ビデ オ テ ッ クス 
の 呼称 で 、1984 年 | 月 か ら 実 用 化 さ れ た 。 


一 グラ フィ ッ ク モ ー ド 
図形 、 画 像 表示 の た め の 画 面 モー ド 。M S X で は SCREEN 2 


と 3 が これ に あたり 、 描 画 命令 、 た と えば LINE、PSET、CIRC 
LE な どの 命令 が 有効 と か る 。SCREEN2 は 高 解像度 グラ フィ ッ 
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人 グラフィック モー ド 側 高級 言語 


クモ ー ド と いい 、256X192 ド ッ ト の 画素 で 構成 され 、 SCREEN 
3 は マル チカ ラー モー ド と 呼ば れ 、16 ド ッ ト を 1 ブロック 
と し て 図形 を 描く 。M S X 2 バー ジョ ン で は 、 こ の グラ フィ ッ 
クモ ー ド が 大 幅 に 強化 され て いる 。 


Ns 


コン ピュ ー タ を 動か す に は プロ グラ ム が 必要 だ が 、 こ の 記述 
方 法 に は いろ いろ な 種類 が ある 。 人 間 が 理解 し や すい と いう 基 
準 で 見 る と 、 一 番 理 解 し に くい の が マシ ン 語 で 、 こ れ は 数 字 の 
列 。 一 方 BASIC な ど は 、 意 味 の あ る 英 単語 を 基本 に し て 作ら 
れ て いて 理解 し や す 
DECNSBASIG 
の よう に 人 間 に 理 解 
し や すい 方 法 で 表 
現さ れる プロ グラ 
ム 言 語 の こと を 、 高 
y 枚 言語 と 呼ん た で いる 。 
だ だ し 、. マ シン 語学 
ログ ラム を 低級 言語 
と は 言わ な い の で 注 
意 。 


の コン ソー ル 旬 コン テ 


圏 コン ソー ル 

コン ピュ ー タ と 人 間 の 接点 と な る 装置 を 総称 し て 、 コ ン ソ ー 
ル と 呼び ます 。 人 間 が プロ グラ ム や デー タ を 入れ て コン ピュ ー 
タ の 動作 を コン トロ ー ル し た り 、 計 算 や いろ いろ な 処理 を し た 
結果 を 人 間 に 見 せ た り する 大 切な 部 分 で す 。M S X の 場合 は 、 
キー ボー ド や テレ ビ 、 プ リン タ な ど が これ に あたり ます 。 


較 コ ン テ 

コン ティ ニュ イ テ ィ (continuity ) の 略 。 ビデ オ や 映画 の 撮影 
の た め の 台 本 の うち 、 画 面 の 大 き さ や 前 後 の シ ー ン と の 関係 、 
それ ぞ れ の カッ ト の 処理 方 法 や 時 間 な ど を くわ し く 書 き 記 し た 
も の 。 こ れ ら を ラフ スケ ッ チ な どの 絵 で あら わし た も の を 特に 
絵 コ ン テ と いう 。 


⑮ コ ン テ ィ ニ ュ ア ス ・ ス ティ ショ ナリ ー 


圏 コン ティ ニュ アス ・ 
ステ イシ ョ ナリ ー 

コン ティ ニュ アス は “続い た * と いう こと 。 つ まり これ は 連 
続 印 字 用 紙 の こと だ 。 一 般 に パソ コン の プリ ンタ で 使わ れ て い 
る 連続 用 紙 は 、I0X11| イ ンチ の 大 き さ で 、 左右 に パン チ 穴 が あ 
いて いる 。 | ペー ジ ご と に 点線 が つい て いて 切り 離せ る よう に 
な っ て いる の で 、 ペ ー ジ 替え を 気 に せ ず に 一 気 に プ リン ト ア ウ 
ト す る こと が で きる 。 

Sci 
ルプ リン タ で は 、 
ドッ ト の つい て 
いな い ロ ー ル 紙 
が 使わ れ て いる 。 
リツ ド じ で い 
る 最 中 で 紙 が 切 
れ な いよ う 、 残 
り の 量 を 確認 し 
て か ら 始 め よ う 。 


只 ワ ー プ ロ で 使う と 


ムダ が ある よう た 
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コン バイ ラコ ン ボ ジッ ト 信号 


男 コ ン パ イラ 

プロ グラ ム を 実行 する 前 に 、 人 間 が 理解 し や すい プロ グラ ム 

の 記述 を マシ ン 語 レ ベル の プロ グラ ム に すべ て 変換 し 、 そ れ か 
ら 実 行 され る コン ピュ ー タ 言語 の 方 式 。 MSX-BASIC の よう に 、 
基本 的 に BASIC テ キス ト を | 文字 ずつ 取り 出し て は 翻訳 し な が 
ら 実行 する 方 式 に 比べ 、 実行 速度 が 格段 に 早く な る 。 し か し 、 
プロ グラ ム 中 に 間違い が 見 つか る な ど で プ ログ ラム を 変更 する 
こと が 多い と 、 そ の た ぴ び ご と に プロ グラ ム の 変換 (コン パイ ル 
する と いう ) を 行わ な が く て は な ら ず 、 手 間 と 時 間 が か か っ て 
し まう 。 コ ン パ イラ は 、 そ の 他 メ モリ を 有効 に 使え る メリ ッ ト 
も ある の で 、 大 規模 な プロ グラ ム や 、 高 速 な 処理 を 求め られ る 
プロ グラ ム な ど で 使わ れる 。 


圏 コ ン ポ ジッ ト 信 号 
コン ピュ ー タ 本 体 か ら 、 カ ラー・ デ ィ ス プレ イ 装 置 に 送る 信 
号 の 方 式 で 、 複 合 信号 と も いわ れる 。 こ の 方 式 で は 、 赤 ( R )、 
緑 ( G ) 、 青 ( B ) の 信号 を 一 本 の 信号 線 で 送る こと に な る 。M S X 
で は この コン ポジ ッ ト 信 号 が 標準 仕様 と な っ て お り 、『 ビ デオ 出 
カ 』 や 『 映 像 出力 』 と いっ = 
た 表記 が され て いる 。 音 | 
色 信 号 に 開 し て は 別 の 信 
号線 で 出力 され 、 こ ちら 
は 『 オ ー デ ィ オ 由 力 』 や 音 
声 出力 』 と いう 表記 が さ 
ね れ 3 で る 8 


只 各 ビデ オ 機 器 に 対応 する た め 、 


TV に も 映像 や 音声 入力 が 付い た 。 


コ 


人 @ コ メン ト @ コ スト ・ パ フォ ー マ ン スコ ー デ ィング 


圏 コ メン ト 

論評 、 見 解 、 説 明 な ど が も と も と の 意味 。 コ ンピュータ 用 語 
と し て は 、 プ ログ ラム 中 の 注釈 の こと を いう 。 一 般 的 に は プロ 
グラ ム 内 容 の 覚え 書き な ど に 用 いる 。 実行 に は は まっ た く 影 響 が 
な い 。 BASIC の REM 文 な ど は これ に あたる 。 

田 コ スト ・ パ フォ ー マ ン ス 

品物 自体 の 価格 や 、 そ れ を 使用 する た め に 必要 な 経費 、 労 力 
な ど に 比べ て 、 そ の 物 の 機能 、 性 能 が どの くら いか と いう こと 。 
価格 対 性 能 比 と 考え る こと も で きる 。 

た と えば 、 ま っ た く の 同 仕様 、 同 機能 、 同 性 能 と いう コン ピ 
ュー タ が あっ た 場合 、 価 格 の 低い も の の ほう が コス ト ・ パ フォ 
ー マ ン ス が 高い と いう こと に な る 。 し か し 、 パ ー ソ ナル コン ピ 
ュー タ の よう に 、 個 人 の 嗜好 が その 商品 購入 に 際 し て 強く 反映 
され る も の に つい て 、 コ スト ・ パ フォ ー マ ン ス の み で その 商品 
を 評価 する の は 難し い 。 

較 コ ー デ ィング 

プロ グラ ム 言 語 を 用 いて プロ グラ ム を つく る 作業 の こと を い 
う 。 コ ンピュータ に 入力 する こと の み で は な く 、 プ ログ ラム 言 
語 を 用 いて 紙 な か ど に プロ グラ ム を 記述 し て ゆく こと も コー ディ 
ング で ある 。 

プロ グラ ム を 作る 手順 と し て は 、 そ の プロ グラ ム の 目的 に 合 
わせ た 機能 の 検討 、 フ ロー チャ ー ト な ど に よる 論理 の 設計 、 プ 
ログ ラム 言語 を 使っ た プロ グラ ム 化 、 実際 に コン ピュ ー タ を 使 
っ て の デパ ッ グ な ど が ある 。 コ ー デ ィング と いう の は 、 こ の う 
ち プ ログ ラム 言語 を 使っ た プロ グラ ム 化 の 部 分 の こと を いう 。 
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@ サ ステ ィ ン 旬 シー ケン サ 


一 サス ティ ン 


持続 する と いう 意味 。 シ ン セ サイ ザ の 場合 、 鍵 盤 を 押し て い 
る 間 に 出 て いる 音量 レベ ル の こと を いう 。 
P 9 の 図 | を 参照 。 


田 シ ー ケ ン サ 
シン セ サ イ ザ な ど に 、 デ ー タ を 送り 出し て 自動 的 な 演奏 を 行 
うと き に 使う 機械 。 音程 や 音 の 長 さ 、 音 色 な どの デー タ を あら 
か じ め 記 録 し て お き 、 順番 (シー ケン シャ ル ) に 出力 し て いく 
の で 、 シ ー ケ ン サ と 呼ば れる 。 
近代 的 な シン セ サ イ ザ ・ シ ステ ム が 開発 され た ころ か ら 使 わ 
れ て いる が 、 は じ め の うち は 記録 容量 が 小さ いた め に 、 和 音 を 


ん eo シェ グン 


W* 


@CAD@CAI 


分 解 し て 演奏 する くら い の こ と し か で きず 、 メ ロディ ー そ の も 
の を 自動 演奏 させ る より も 、 演 奏効 果 の た め に 使わ れる こと が 
多かっ た 。 し か し 、 最近 で は 記録 容量 が 大 きく な っ て お り 、 交 
響 曲 の | 楽章 くら い の デ ー タ を 記録 し て 、 完 全 な 自動 演奏 を 行 
うこ と も で きる よう に な っ て いる 。 


還 じ AD 


Computer Aided Design の 略 。 コ ンピュータ を 利用 し て 製 
品 の 設計 を 行う こと で 、 工 業 デ ザイ ン の 世界 で は 既に 一 般 化し 
て いる 。 従来 の 設計 手法 、 図 面 を 引き モデ ル を 作り 、 検 討 を 重 
ね 、 ま た 新しい ラフ スケ ッ チ を 作り …… と いう 過程 を 大 幅 に 短 
縮 で きる 。 動 作 部 分 の チェ ッ ク や シミ ュ レ ーション な ども 可能 
に な っ た た め 、 構 造 上 の 問題 な ども この 時 点 で 発見 で きる よう 
に な っ た 。 C A M と 合わ せ て 、C A DC AM と 呼ば れる こと 
も あり 、 設 計 か ら モ デル 、 実 際 の 製品 の 生産 まで 、| 枚 の 図面 
も 描か れず 、 す べ て ディ スケ ッ ト に 記録 され た デー タ で 作業 を 
進め る 、 と いう こと も 実際 に 行わ れ て いる 。 


|Ie7 パ 


Computer Assisted Instruction の 略 。 CAD や CAM と 同じ く 、 
「Computer Aided…… 」 と され た 場合 も あっ た が 、 現在 は この 
ほう が 一 般 的 。 コ ンピュータ 援用 学習 シス テム の こと 。 多 く は 
コン ピュータ の も つ イ ンタ ー ア クティ ビ テ ィ を 利用 し 、 学習 す 
る 側 の 進度 に 合わ せ た 学 習 方 法 を と る こと が 可能 で ある 。 レ ー 
ザー ディ スク や VHD の 画像 と の 組み 合わ せ シ ステ ム な ども あ 
る 。 小 中 高校 な ど は も ちろ ん 、 パ ソコ ン を 導入 し た 塾 や 幼稚 園 
も 現われ て いる 。 学校 関係 の み で は な く 、 新 製品 の セー ルス マ 
ン へ の 教育 や 販売 方 法 の 伝 税 な ど に も 利用 され て いる 。 
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信 CAI@CAM 


ee 


写 es = や NHK と タイ ア 
ジグ Z じ た は に さき 
こぶ ん 』 は M S X・ 
CA 1 の は し り 。 


い * 


還 じ AM 


Computer Aided Manufacturing の 略 。 コ ンピュータ を 
利用 し た 製造 の 自動 化 な が どの こと 。 ロ ボッ ト に よる 製品 組 
立て の 自動 化 、C A D で 作ら れ た デー タ を 基 に し た 人 金 型 の 自 
動 切削 な ど は この C A M に 含ま れる 技術 で ある 。C A D と 合わ 
せ て CA DC AM と 呼ば れる こと も あり 、 製 品 の 設計 か ら 生 
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介 CAM 介 CATV 


産ま で 、 す べ て コン ピュ ー タ に よる 製造 シス テム と いう の も あ 


還 CATV 

有線 テレ ビジ ョ ン の こと 。 CATV は コミ ュ ニ ティ アン テ ナ テ 
レビ ジョ ン の 語 で 、 テ レビ の 初期 、 ま だ テレ ビ 局 が 建設 され 
て いな い 地 域 で テレ ビ を 見 る た め 、 共 同 で マス ター アン テ ナ を 
立て て 遠方 に ある テレ ビ 局 の 電波 ニシ グ ナ ル ( 番 組 ) を 受信 し 、 
それ を 各 家庭 に 分 配 し た こと か ら 誕 生 し た 。 

従っ て 初期 の CATV は 、 ほ と ん ど が テレ ビ の 遠隔 地 受信 が 目 
的 だ っ た 。 そ の 後 シ グ ナ ル を 各 家 庭 に 分 配 す る の に 使う 同軸 ケ 
ー ブ ル が 大 き な 伝 送 能力 を も ち 、 た くさ ん の チャ ン ネ ル を 確保 
で きる と いう こと か ら 、 テ レビ 局 の シグ ナル の 配分 の ほか に C 
ATV が 独自 に 自主 放送 や 双方 向 通信 の サー ビス を 行う よう に 
な っ て きた 。 こ の た め 、 最 近 は CAT V が 未来 の 通信 シス テム と 
し て 大 い に 脚 光 を 浴び て いる 。 
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⑯C-MOS@ ス クリ ー ン モー ド 


男 じ -MOS 


1C や LSI の 種類 を 表す 言葉 。 C-MOS は 、 コ ンプ リ メ ン タリ ・ 

メタ ル ・ オ キサ イド ・ セ ミコ ンダ クタ の 略 で 、 日 本 語 に 訳す と 
相補 性 金属 酸化 膜 半導体 と な る 。 こ の 種類 の 集積 回 路 は 消費 電 
力 が 大 変 小さ いこ と か ら 、 持 ち 運 ん だ り バ ッ テ リ で 動か す 必要 
の ある デジ タル 機器 で は 必需 品 と な っ て いる 。 例 えば デジ タル ・ 
ウォ ッ チ や 電卓 な ど が そう 。 ま た 、 こ の タイ プ の R AM メモ リ 
は 、 小 さ な パ バッ テリ で 長期 間 内 容 を 記憶 させ て お く こ と も 可能 
に な る 。 た だ し 、 内 部 の 構造 か ら 高い 電圧 に 弱く 、 特 に 冬期 に 
発生 し や すい 静電気 が 端子 に 加わ る と すぐ に 壊れ て し まう 。L 
SI な ど を その まま 机 に 転がし た だ け で 壊れ て し まう こと も ある 
の で 、 取 り 扱い に は 注意 が 必要 。 


NN 
の の 


信 C-MOS タ イプ の 
1C・LSI。 ポ ー タ ブル 
機器 に よく 使わ れる 。 


^ 
一 スク リー ン モ ー ド 

テキ ス ドモ ー ド クラ アイ ィ ッ クモ 一 ド と いつ た 、 表示 方 法 、 
ある い は その 設定 の こと 。M S X で は SCREEN と いう 命令 で 
この 設定 を する 。SCREEN 0 と | が テキ スト モー ド 、 同 じ く 2 
03: が クラ アイ ッ ク 王 ド る が る 8 
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4 


⑱ ス クロ ー ル 今 ス ティ ショ ナリ ー 


較 ス クロ ー ル 

画面 に 多く の 文字 を 表示 させ て 最 下行 まで 来る と 、 表示 内 容 
が | 行 分 くり あがっ て 最 下 行 に 新しい 文字 が 表示 され る 。 こ の 
一 連 の 画面 処理 を スク ロー ル (Scroll) と いう 。 


を K 
| | 


ググ NN・ ノ 人 ゅ 
/ Ns て wr 


還 ス テイ ショ ナリ ー 
一 般 に は 、 文 房 具 、 事 務 用 品 な どの こと を いう が 、 コ ン ピ ュ 
ー タ 用 品 中 で は 、 特 に プリ ンタ に 使用 する 印字 の た め の 用 紙 の 
こと を 指す 。 

プリ ンタ に よっ て は 、 ま っ た く 用 紙 を 選ば な い タ イプ の も の 
も ある が 、 感 回 式 な ど 、 専 用 の 感熱 用 紙 を 必要 と する も の も あ 
る 。 ま た 、 リ スト の 出力 や デー タ の プリ ント アウ ト に 適し た 用 
紙 と し て 、 ロ ー ル 紙 や 連続 用 紙 が コン ピュ ー タ 用 品 と し て 市 販 
され て いる 。 も 
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⑯⑮ ス ト ア 象 スーパー イン ボー ズ 


田 ス ト ア 

メモ リ や CPU の レジ スタ な ど に 、 デ ー タ を 書き 込む こと を 
スト ア す る と いい ます 。 ま た 、 ス ト ア され る メモ リ の アド レス 
を スト ア ・ ア ドレ ス と いう こと が あり ます 。 BASIC で は POKE 廊 
で メモ リ へ 、O0UT 廊 で レジ スタ に デー タ を スト ア す る こと が 
で きま す 。 
画 ス ー パ ー イ ン ポ ボー ズ 

画面 上 に 文字 や タイ トル な ど を 重ね 合わ せる こと を いう 。 外 
国 映画 に 付け られ る 字幕 スー パー も この 一 例 。 現在 で は 文字 に 
限ら ず 、 2 つ 以 上 の 画面 を 重ね 合わ せる こと を 、 ス ー パ ー イ ン 
ポー ズ と 総称 し て いる 。M S X で も この イン ポー ズ 機 能 を 持っ 
た 機種 が 増え て き て お り 、 パ イオ ニア や ビク ター な ど 、 ビ デオ 
ディ スク と 組み 合わ せ て 使う こと に より 、 よ り 高 度 な 使用 法 を 
提示 し た も の も 多い 。 


@ セ ン サ 絶対 アド レス 走査 ( 線 ) 


圏 セ ン サ 

外界 の デー タ を 検出 する 装置 (Sensor)。 温度 、 湿度 、 光 な ど 
に 対す る も の が ある 。 マ イコ ン と 温度 セン サ を 組み 合わ せ た エ 
アコ ン の 温度 調節 な ど は すでに 一 般 化 し て いる 。 


画 絶 対 ア ドレ ス 

記憶 装置 の 中 の 記憶 場所 に それ ぞ れ つけ られ た 固有 の アド レ 
ス ( 番 地 )。 そ の 物理 的 な 仕様 に 基づい て つけ られ た アド レス の 
こと を 絶対 アド レス 、 ま た は 物理 アド レス と いう 。 こ れ に 対し 
て 、 プ ログ ラム な ど に より 、 仮 に 設定 し た 0 番地 か ら 、 何 番地 
離れ て いる か と いう アド レス の 考え 方 を 「 相 対 ア ドレ ス 」 と いう 。 


画 走 査 ( 線 ) 


デー タ 入 出力 の 一 方 法 。 一 定 の 順序 に 並ん だ デー タ 列 を 、 電 
気 、 磁 気 、 あ る い は 光学 航 に 順次 読み と り 入 出力 する こと 。 英 
語 で は スキ ャ ン 。 

た と えば ファ クシ ミリ で は 、 入 力 す る 絵 を 一 定 の 間隔 で 切っ 
て 走査 し 、 そ の 線 の 上 の 白黒 の 状態 を 読み 取っ て 信号 と し て 伝 
送 し て いる 。 ま た 、 家 庭 の T V 受 信 機 の 画面 は 横 方 向 の 走査 に 
よっ て 出力 され て いる 。 こ の 走査 に よっ て で きる 線 を 走査 線 と 
いう 。 走査 線 の 数 が 多い ほ と 画 像 は 鮮明 に な る 。 日 本 や 米国 で 
は 、T V の 走査 線 数 は 525 本 が 採用 され て いる が 、 ヨ ー ロ ッ パ 
で は 625 本 が 標準 的 。 走査 線 数 | , 125 本 と いう 高 品位 TV も 開 
発 さ れ て いる 。 

走査 線 が 画面 の 右 下 隅 か ら 堪 上 隅 に 戻る と き に は 、 何 も 情報 
を の せ て いな い 。 そ こ で 、 こ の 電波 の ^ ス キ 間 " と で も いう 部 分 
を 利用 し て 文字 を 出力 し よう と いう の が 文字 多重 放送 で ある 。 
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人 相対 アド レス @ ソ ー ト 


田 相 対 ア ドレ ス 
プロ グラ ム な ど に より 、 仮に 設定 し た 0 番地 か ら 、 何 番地 苑 
れ て いる か と いう か た ち で 示し た アド レス を 相対 アド レス と い 
う 。 絶 対 ア ドレ ス が 完全 に 固有 、 不 動 で ある の に 対し て 、 相 対 
アド レス の 場合 は 常に 基本 と な る 番地 に 対し て の アド レス で あ 
る た め 、 メ モリ 上 の どこ に 置い て も アド レス 表記 に 変わ り が な 及 
い 。 


田 ソ ー ト 

デー タ の 集合 を アル ファ ベッ ト 順 、 数 値 の 大 小 順 な ど 、 一 
の 法則 に 従っ て 並べ 換え る こと を いう 。 ア ルフ ァ ベ ッ ト 順 、 数 
値 の 小さ い 順 な ど を 昇順 、 そ の 逆 に 大 きい 順 を 降順 と いう 。 デ 
ー タ ベー ス の 整理 な ど に な く て は な ら な い 機 能 で 、 パ ー ソ ナル 
コン ピュ ー タ 向け の デー タベース ソフ ト に は か な ら ず 付属 し て 
いる 機能 の ひと つ だ 。 


ず 一 
義 1 
930 も 癌 
RNN に の 8 
2 人 な 
ト ム 
え 


の 4 


信 タ プ ブレット 旬 タッ チ セ ン サ ー 


田 タ ブレ ッ ト 

ポイ ン テ ィ ン グ デ バイ ス の 一 種 。 板 状 の 形状 か ら この 名 前 が 
つけ られ た 。 パ ネル に 付属 の スタ イラ スペ ン で タッ チ す る こと 
に より 、 そ の 位置 を 感知 する 。 メ ニュ ー ヒ ッ ト 、 図 形 入 力 な ど 
に 使用 され る こと が 多く 、 図 形 入 力 に 使わ れる 場合 は 特に デジ 
タイ ザ と 呼ば れる こと も ある 。 ス タイ ラス ペン を 使わ ず 、 指 な 
ど に より 入力 可能 な も の は タッ チ パ ッ ド と 呼ば れる こと が 多く 、 
兼用 の も の も ある 。 


信 お 絵描き の ツー ル も いろ いろ ふえ た 。 自 分 に 合っ た も の で 楽し みた いね 。 


に 】 
固 タ ッ チ セン サー 
ディ スプ レイ 上 に 透明 な シー ト を か ぶせ た り 、 表 面 を 加工 し 
た り し て 、 直 接 指 で 触る こと に よっ て 入力 指示 が で きる よう に 
し た 装置 。 デ ィ ス プレ イ 上 に 現れ た メニ ュー や アイ コン を 触る 
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@ タ ッ チ セン サー タッ チバ パッド 


だ け で 命令 で 
きる の で 初心 
者 に も わか り 
や すい 。 街頭 
に ある ビデ オ 
テッ クス 問 末 
な ど に よく 使 
われ て いる 。 
一 タ ッ チ バッ ド 

ポイ ン テ ィ ン グ デ バイ ス の ひと つ 。 ポ ボー ド 状 の 入力 装置 で 、 
基本 的 に は タブ レッ ト と 同じ だ が 、 専用 の スタ イラ スペ ン 以 外 
の 入力 、 た と えば 指 な ど を 特に 考慮 され た も の 。 多 く は 、 画面 
の メニ ュー ビッ ト や 図形 入力 に 使用 され る 。 近年 は この タッ チ 
パッ ド を 使っ た 手書き 文字 入力 可能 な 電卓 な ども 発売 され て い 
る 。 
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る テキ スト モー ド 倫 テレ テキ スト @ テ レッ クス 


還 テ キス トモ ー ド 

廊 字 出力 の た め の 画面 モー ド 。M 3S X で は SCREEN0 と 1 が 
これ に あたる 。 SCREEN 0 で は 40 桁 、SCREEN | で は 32 桁 ま 
で の 表示 が それ ぞ れ 可能 。MSX 2 で は さら に 80 桁 まで の 表示 が 
可能 に な っ て いる 。 
一 テ レ テ キ スト 

文字 多重 放送 の 国際 的 な 統一 呼称 。 テ レビ 電波 の 末 利 用 分 を 
使っ て 、 通 常 の テレ ビ 放 送 と 同時 に 文字 や 図形 情報 を 送る シス 
テム の こと 。 テ レビ は に 走査 線 が 左 か ら 右 へ 往復 し て 画面 を 構成 
する が 、 こ の 走査 線 が 右 下 隅 か ら 左 上 隅 に 戻る 際 の 一 定期 間 ( 垂 
直 帰 線 消去 期間 ) は 信号 を 送っ て こない 。 テ レ テ キ スト は いわ ば 
この 電波 の すき 間 に 廊 字 な どの 情報 信号 を の せ て 送る も の で あ 
る 。 利用 者 は キー パッ ド に よっ て 必要 な 情報 を 選択 する 。 電 話 
と テレ ビ 受 像 機 を 使っ て 利用 者 に 個別 に 情報 を 提供 する ビデ オ 
テッ クス に 比較 し て 、 情 報 の スト ッ ク 量 は 劣る が 、 ニ ュー ス や 
交通 情報 な ど 速 報 を 要する 情報 に は 好適 で ある 。 
画 テ レッ クス 

加入 電信 。 電 話 の よう に 相手 を 呼び 出し 、 タ イプ ライ ター の 
キー を た た く と その 内 容 が 相手 側 に 伝送 され 、 相 手 側 の タイ プ 
に 記録 され る 通信 方 式 。 フ ァ ク シミ リ に 比較 する と 、 通 常 伝送 
速度 は 遅い 。 ま た 、 機 械 式 タ イプ ライ ター は 音 が 大 きく 、 保 守 
に 手間 が か か る な どの 問題 が ある 。 利 用 料金 は 安い 。 
際 間 の ビジ ネス で は 時 差 の た め 、 互 い の 業務 時 間 が 異な り 
電話 連絡 で は 不便 な 場合 が ある 。 テ レッ クス は 無人 で も 常時 
受信 が 可能 な の で 、 連 絡 に は 便利 で ある 。 も ちろ ん 、 テ レッ 
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テレ ックス @ デ ジ タ イ ザ 


クス を 利用 し た リア ル タ イ ム の 交信 も 可能 。 日 本 で は 1956 年 9 
月 か ら 電 電 公 社 が 、1957 年 12 月 か ら KDD が 国際 通信 と し て こ 
の サー ビス を 開始 し て いる 。 


信 テ レッ クス で 、 世 界 中 と 交信 し て 、 早 く て 安い 通信 を / 


回 デジ タイ ザ 

形 入力 装置 の ひと つ 。 2 次 元 、 あ る い は 3 次 元 の 図形 を 、 
デジ タル 処理 可能 な 数 値 と し て 入力 する た め の 凌 置 で ある と こ 
ろか ら こ の 名 称 は 付け られ た 。 初 期 の デジ タイ ザ は 、 手 で 描い 
た 設計 図 な ど を な ぞ る 形式 の も の が ほとん ど だ っ た が (タブ レ 
ッ ト は まさ に その 方 式 の デジ タイ ザ )、 こ こ 数 年 の CAD/CAM の 
発達 に より 、 レ ー ザ ー 光 を 使っ た 3 次 元 の デジ タイ ザ な ども 登 
場 し て いる 。 小 は M S X 向 け の タプ レッ トク ラス の も の か ら 、 
大 きい も の に な る と 、 現 寸 大 の 自動 車 や ヨッ ト の 図面 か ら 数 値 
を 拾え る も の まで ある 。 


図 


33 


@TTL 


画 TTL 


IC の 種類 を 表す 言葉 。 TTL は トラ ンジ スタ ・ ト ラン ジス タ ・ 
ロジ ッ ク の 略 で 、 文 字 通り トラ ンジ スタ て 構成 され た 論理 回 路 
の こと 。 集積 度 は あま り 高 く な い が 、 コ ンピュータ の よう な デ 
ジタル 回 路 を 容易 に 構成 する こと が で きる 。 入力 回 路 に 与え る 
信号 は H レ ベル と L レベ ル の 2 つの 状態 し か な く 、 こ の 状態 に 
より 内 部 の 回 路 を 制御 する 。H レ ベル は 、 実際 に は 5 V の 電圧 
で 、L レベ ル は 0 V。 こ の 2 つの 電圧 で 表現 され る 論理 状態 を 
TTL レ ベル と いい 、 コ ンピュータ な どの イン ター フェ イス 、 例 
えば プリ ンタ イン ター フェ イス で 使わ れ て いる 。TTL-IC で 有名 
な の は 、 ア メリ カ の Tl 桂 が 開発 し た 74 シ リー ズ と 呼ば れる 
も の で 、 い ろ い ろ な 回 路 が パッ ケー ジ さ れ た IC が 作ら れ て 
いる 。 


すす T TL・|1C の 外観 。M S X に 
は 必ず 使わ れ て いる デジ タル |C。 
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@⑯DBS@ ド リー・ イ ン ・ ア ウト 


画 ロ 昌 8 き ( デ ー タ ・ ベ ー ス ・ サ ービス ) 

ユー ザー か ら デ ー タ を 朋 け 入れ 、 処 理 を 行っ て 必要 な デー タ 
を 返す 形 の サー ビス 。 そ の た め に 必要 な プロ グラ ム や オペ レー 
ショ ン 、 フ ァイル の 管理 を まとめ て 引き 受け る 。 


園 ドリ ー・ イ ン ・ ア ウト 

ドリ ー と は カメ ラ を 移動 し な が ら 撮 影 する 方 法 。 ビ デオ カメ 
ラ や シネ カメ ラ を 、 移 動車 (ドリ ー 車 ) に 載せ て レー ル 上 を 移 
動 す る こと か ら 、 こ の 名 前 が 付い た 。 従 っ て ドリ ー に と も な い 
フレ ー ム 内 に 入っ て くる の を ドリ ー・ イ ン 。 反対 に 外 に 出 て い 
く の を ドリ ー・ ア ウト と 呼ぶ 。 


ぴの ar? プ の RDZ 愉 
ーー 


る トレモロ 


画 ト レモ ロ 


楽器 の 奏法 の 一 つ 。 音符 な ど で 指定 され て いる 音 の 長 さ の 間 
を 、 連 続 し て 演奏 し た 音 の 集まり で うめ る の が 、 本 来 の 意味 で 
ある 。 

木琴 や マリ ン バ の よう に 、 長 い 持続 音 を 出す こと が で き な い 
楽器 が 、 長 い 持 続 音 を 表現 する た め に 使う 奏法 。 

チェ ン バ ロ の よ 5 に 、 大 き な 音 量 の 変化 を 表現 する こと が む 
ず か し い 楽 器 で 、 ア クセ ント を 表現 する た め に 使わ れ た 様々 な 
See 
する ) の こと を 、 ま と め て トレ モロ と 呼ん で し まっ て いる 場合 
も ある が 、 こ れ は あま り 正 し い 使い 方 と は いえ な い 。 

シン セ サ イ ザ な どの 電子 楽器 で は 、 音 に 表情 を つけ る た め に 
音程 や 音量 を 「 ゆ ら す 」 場合 が 多い が 、 こ の と き に 音程 を 変化 
させ る こと を 『 ビ ブラ ー ト 」、 音 量 を 変化 させ る こと を 『 ト レモ 
ロ 』 と 呼ん で 使い わけ て いる 。 
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⑯ ニ ュー メデ ィ ア 多 ネ ットワーク 


較 二 ニュ ユー メデ ィ ア 

1980 年 代 は ニュ ー メ ディ ア の 時 代 と いわ れ て いる 。 それ は 、 
70 年 代 に 飛躍 的 に 発展 し た エレ クト ロニ クス 技術 と 、 そ れ に 支 
えら れ た 新しい 通信 手段 の 開発 に よ り 、 多 種 多 彩 か ニュ ー メ デ 
ィ ア が あい つい で 登場 し た 。 こ れ ら の ニュ ー メ ディ ア の 特色 は 
パー ソナ ルコ ミュ ニケ ーション が 可能 に な っ た こと 、 メ ディ ア 
の 融合 と 複合 が いち だ ん と 進ん だ こと な ど で あ る 。 


田 ネ ットワーク 
一 連 の 点 と それ ら の 結合 関係 示し て いる シス テム の こと 。 
た と えば 、 電 力 供給 網 な ど で あ る 。 


3Z 


人 @Hi-OVIS@BIOS 


一 日 -OVIS 


奈良 県 の 東生 駒 ニ ュー タウ ン で 行わ れ て いる 双方 向 画像 伝送 
シス テム の 実験 プロ ジェ クト 。 光 通信 の 技術 を 主体 に し て いる 。 
モニ ター 家庭 は 約 160 世 帯 。 ほ か に 、 学校 、 市 役所 な ど 8 端末 
が 実験 に 参加 し て いる 。 実験 内 容 は 、 テ レビ 放送 の 再送 信 、 自 
主 放送 、 動 画 、 静 止 画 、 文 字 放 送 の リク エス ト サ ー ビ ス な ど 。 
東生 駒の シス テム は 光ファイバー ケー ブル を 利用 し 、 端 末 に キ 
ー ボ ー ド の 付い た 受像 機 , カメ ラ 、 マ イク を 置い て 、 セ ンタ ー 
JiN 


信 こ れ は 、 今年 2 月 に 生駒 に 行っ た と き の 写真 。 現在 は 、 ど うな っ て いる の か な 。 


|l=jle に ) 


バイ オス と 読み 、Basic Input- Output System の 略 。 コ ン 
ピュ ー タ の 入出 力 に 関係 する 機器 を コン トロ ー ル する た め の 
最も 基本 的 な ソフ トウ ェ ア の 集まり (通常 サブ ルー チン に な っ 
て いる ) を さす 。 そ の シス テム 固有 の ハー ドウ ェ ア 条 件 (接続 
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人 @VAN@ 光 通信 


デバ イス の |I/0 ア ドレ ス な ど ) を 知ら な く て も 、 ソ フト ウェ ア 
開発 が 容易 に 行え る よう に 、D0S や BASIC な どの シス テム ソ 
フト ウェ ア に 用 意 さ れ て いる 。M S X で は 、 キ ー ボ ー ド や VDR. 
PSG な どの 入出 力 を 行う た め に 、BASIC の 低位 番地 に BIOS が 
置か れ て いる 。 こ れ は マシ ン 語 な ど て 利用 する が 、 こ れ を 利用 
する こと て で 製作 する プロ グラ ム の 入出 力 ル レー チン を 省略 で き 、 
開発 に か か る 労力 ・ 時 間 な ど が 節約 で きる 。 
画 VAN(Value Added Network) 
付加 価値 通信 網 。 公 衆 電気 通信 事業 者 (コモ ン キ ャ リア ) か ら 
リー ス し た 専用 線 を 使用 し て 、 回 線 を ユー ザー に 分 割 し て 再販 


する ほか 、 コ ンピュータ に よる 情報 の 蓄積 お よび 処理 に よっ て 
付加 価値 を つけ 、 高 度 な 通信 サー ビス を 提供 する 業務 の こと 。 


画 光 通信 


情報 を レー ザー 光 の 強 な どの 形 に 換え て 伝送 する 通信 方 式 。 
電波 と 同様 に 空間 に 放射 し 、 そ れ を 受信 する 空間 伝送 と 、 細 い 
ガラ ス 繊 維 ( 光 フ ァ 和 、 「/ 
イ バ ー) の 中 を 伝送 * せ た / 

ロ mm 1 だ た 


させ る 方 法 が ある 。 
光ファイバー に よる 
方 式 は 、 伝送 可能 な 
情報 が 多い こと と 、 
信頼 仁 の 高い 長 距 離 
回 線 が 可能 な こと で 
従来 の 同軸 ケー ブル 
に か わる 通信 路 と し る パワ ー も 大 喝 ア ッ プ ッ 
て 普及 し つつ あぁ る 。 彼 交 も で さて 明る い 青 寿 で す 。 


3 の 


⑯ ビ デオ テッ クス 欠 ビ デオ ディ スク 


較 ビデオ テッ クス 

電話 回 線 と 家庭 や 事務 所 の テレ ビ 受 像 機 を 結び 、 利 用 者 の リ 
クエ スト に 応じ て 情報 セン ター また は 外部 コン ピュ ー タ に 著 積 
され て いる 情報 を 検索 ・ 送 信 し 、 利 用 者 側 で は アタ プ タ を 通じ 
て ブラ ウン 管 上 に 図形 、 文 字 の 形 で 表示 する 情報 シス テム 。 わ 
が 国 で は キャ プ テ ン シス テム が これ に あたる 。 海外 諸国 の ビデ 
オ テ ッ クス に は イギリス の プレ ステ ル 、 フ ラン ス の テレ テル 、 
カナ ダ の テリ ドン な どの 方 式 が ある 。 


田 ビ デオ ディ スク 
最近 話題 に な っ て いる 、『 絵 の 出る レコ ー ド 』」 が この ビデ オデ 
ィ ス ク 。 ビ デオ の (ペー タ ) や VHS の よう に 、 世 界 で 3 つの 方 


舎 VHD、 レ ー ザ ー デ ィ ス ク い ずれ も 、 最 先端 


40 


@ ビ デオ ディ スク の BGV 


式 が 発表 され て いる 。 日 本 で 発売 され て いる の は 、 こ の うち レ 
ー ザ ー と VHD の 2 方 式 。 残 欠 な が ら そ れ ぞ れ の ソフ ト の 互換 件 
は な い 。 詳 し く は レー ザー 方 式 と VHD 方 式 の 項 参照 。 


画 昌 GUV 


含 ミ ュ ニ ジッ ク 
レッ スン で 作っ 
た 、B G V プ ロ 
グラ ム の ひと つ 。 


バ パック ・ グ ラウ ンド ・ ビ デオ の 略 。 B G M (バッ ク ・ グ ラウ 
ンド ・ ミ ュー ジッ ク ) と 同じ よう に 、 雰 囲 気 づく り の た め に 流 
す 映 像 を いう 。 明確 な ジャ ン ル 分 け は な い が 、 カ メラ を 据え で 
大 自然 を 撮っ た り 、 都 会 の 雑踏 を 撮っ た り と いう も の が 多い 。 
環境 ビデ オ と いう 映像 の | ジャ ン ル を 世間 に 広め た 、 ブ ライ ア 
ン ・ イ ー ノ の 作品 や 、 映 像 エッ セイ と 称 さ れる コ ヤ ニ スカ ッ テ 
ィ な ど が 、B G V の 代表 作 と いっ て いい だ ろう 。 
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ファ イル プリ ント @ フ レー ム ・ イ ン ・ ア ウト 


フ ァイル プリ ント 

デバ ッ グ (プロ グラ ム 上 の 間違い な ど を 訂正 する こと ) な ど 
を する た め に 、 リ スト を プリ ンタ で 印字 する こと を 、 フ ァイル 
プリ ント する と いう 。 単に ファ イル と いう と フロ ッ ピ ー デ ィ ス 
ク の ファ イル を 指す の で 注意 し よう 。 

デバ ッ グ 作業 に ファ イル プリ ント は 不可 欠 。 プ ログ ラム を 作 
る 人 な ら 、 フ ァイル プリ ント を する た め に プリ ンタ は 不可 欠 。 


に S 7y6@ 
NF き と が ュ さよ 
YO る です 7 ャ ン あ 
ヾ を や ・ ぐ テ 7 


較 フ レー ム ・ イ ン ・ ア ウト 
画面 (フレ ー ム ) 内 に 被写体 が 入っ て くる こと を フレ ー ム ・ 
イン 。 反 対 に 画面 外 に 被写体 が 軸 て いく こと を フレ ー ム ・ ア ウ 
ト と いう 。 映画 や テレ ビ ド ラマ の 絵 コ ン テ な ど を 見 る と 、「 こ こ 
で 主人 公 フ レー ム ・ イ ン 。 か わっ て サブ キャ ラ B、 フ レー ム ・ 
アウ ト 」 な ん て こと が 、 書か れ て いた りす る 。 
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@ フ ィ ー ド @ プ ロト コル 


園 フ ィ ー ド 

プリ ンタ 装置 で 、 紙 送り す 
る こと を フィ ー ド (Feed) と 
いう 。 | 行 分 だ け 紙 送 りす る 
こと を ライ ン フ ィ ー ド (Line 
feed)、 ま た 1 ペー ジ 分 送る こ 
と を フォ ー ム フィ ー ド (Form 
feed) と いう 。 プリ ンタ に 印 
字 さ せ た と き 、| 行 印字 する 
と 次 の 行 に 自動 的 に 紙 送 りさ 
れる が 、 こ れ は コン ピュ ー タ  L 
側が 文字 コー ド と 印字 指令 コ 
ー ド (6 進 数 で 0 D ) に 続け 
て ライ ン フ ィ ー ド ・ コ ー ド を 
送出 し て いる た め 。 行間 隔 を 。 4 
あけ た いな ど 自 分 で 紙 送り し 『A 


た いと き は 、 こ の コー ド (|6 p 
レー 
還 プ ロト コル 


進数 で 0 A ) を 送り 出せ ば よ 
い 。 な お 、 フ ォ ー ム フィ ー ド 
の コー ド は |6 進 数 で 0 C。 

コン ピュ ー タ 間 の 通信 が 円 滑 に いく よう に 、 コ ンピュータ 間 
の 接続 方 法 や デー タ の 送受 信 の 方 法 を 決め た 規約 の こと 。 複 数 
の コン ピュ ー タ が 通信 線 に よっ て 総合 され た シス テム で は 、 そ 
れ ぞ れ の コン ピュ ー タ の 間 で 信号 が 送信 お よび 受信 され る が 、 


今月 ほ 、 
いっ た ん も めん で 
せめ て み ま し た が 


し た で いた だ いけ 
夫 し た で し まう が 
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@ プ ロト コル @PSG 


これ が 正しく 行わ れる た め に は 、 信 号 の 手順 や デー タ の コー 
ド の 意味 を あら か じ め 約 束 し 、 そ れ に 基づい て 行う 必要 が ある 。 
この 約束 、 ま た は 規約 の こと を プロ トコ ル と いい 、 各 メー カー 
や 政府 機関 で 標準 案 が 出さ れ て いる 。 


画 PSG 


M S X に 使わ れ て いる 音楽 演奏 ・ 効 果 音 発生 用 の LSI の こ 
と で 、 プ ログ ラマ ブル ・ サ ウン ド ・ ジ ェ ネ レー タ の 略 。 3 つの 
音源 と 1 つの ノイ ズブ 発生 源 を 持ち 、 周 波数 や 音 の 大 き さ は 別々 
に コン トロ ー ル する こと が で きる 。 音 の 大 き さ は !6 段 階 で 制御 
で きる が 、 エ ン ベ ロ ー プ ・ ジ ェ ネ レー タ が | チャ ン ネ ル あ り 、 
任意 の 音源 の 大 き さ を 制御 で きる 。 エンベロープ パタ ー ン は 全 
部 で 8 種類 。 各 音 源 と エン ベロ ー プ 機能 を うま く 使う と 、 音楽 
演奏 だ け で な く 太 鼓 の 音 や 口笛 の 音 な ども 作る こと が で きる 。 


で 0604eiaeeed69 


SOUND 
AY- す -8910 


Gleseucoe 


TI 4 上 
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@VHD 方 式 免 ボ ラテ ィ ル メモ リ 


画 VH 方式 


人 近ごろ で は 、 
VH D の ソフ 
ト も 増え 、 マ 
ニア も 続出 だ 。 


ビデ オデ ィ ス ク の 方 式 の ひと つ 。 日 本 で は ビク ター や 松下 が 
中 心 と な っ て 発売 し て いる 。 フ ロッ ピー ディ スク の よう に 、 磁 
性 体 を 塗っ た 円 盤 に 絵 や 音 を 記録 し 、 ヘ ッ ド で それ を 読み 取る 
こと で 動作 する 。 ヘ ッ ド と ディ スク が 直接 ふれ 合う た め 、 ス ト 
ッ プ モー ショ ン な ど を 多用 する と 、 画質 の 劣化 が 起き る こと が 
ある 。 し か し 各 フ レー ム へ の アク セス 時 間 が 非常 に 短 か い の で 、 
M S X と 接続 し た 場合 、 よ り リ アル タイ ム な ゲー ム が 楽し め る 。 
レー ザー 方 式 と 比べ 、 ハー ドウ ェ ア の 価格 が 安い こと も 魅力 の 
0236 の 7 だ き 


画 ボ ラテ ィ ル メモ リ 
(VOLATILE MEMOHY) 


コン ピュ ー タ の 記憶 装置 CPU は 、 電 源 を 切る と 記憶 が 消え て 
し まう 。 こ の よう な メモ リ を 、 日 本 で は 揮発 性 メモ リ 、 ア メリ 
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⑯ ボ ラテ ィ ル メモ リ 欠 ポル タメ ント 


カ で は ボラ ティ ル メ モリ と 呼ぶ 。 


一 ボル タメ ント 


演奏 法 の 一 つ 。 発 音 を 続け た まま で 音程 を 変え る の で 、 サ イ 
レン や ネコ の 鳴き 声 の よう な 効果 が で る 。 

シン セ サ イ ザ な ど で ポ ボルタ メン ト を 使う 場合 に は 、 な め ら か 
な 鍵盤 操作 を し て いる と きだ け に 働く モー ド と 、 す べ て の 状態 で 
動く モー ド を 使い 分 る こと が で きる 場合 が 多い 。 

完全 な ポル タメ ン 
ト を 実行 する こと が 
で きる 『 楽 器 』 は 、 
シン セ サ イ ザ な どの 
電子 楽器 を 除く と 、 
パ バイオ リン 族 の 弦楽 
器 ・ テ ィ ン パ ニ ・ 人 
の 声 ・ 口 笛 な ど で あ 
り 、 以 外 に 少な い 。 


ジ m ス アニ ト ロボ ゥ 
(は (きら >( ぎ "で た. 
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人 @ マ シン 語 欠 マン マシ ン ・ イ ンタ ー フ ェ イ ス 


画 マ シン 語 

0 と | の 組み 合わ せ で つく られ た コン ピュ ー タ の 命令 の こと 。 
コン ピュ ー タ が その まま 理解 し て 命令 を 実行 で きる 言語 な の で 、 
3500Sa 結 コン ピュ ー タ が 作ら れ た 当初 は これ が プロ グ 

ム 言語 に な っ て いた が 、 人 間 に と っ て 非常 に 理解 し に くい も 

4 より 理解 し や すい 言語 が 開発 され る よう に な っ た 。 
普通 は 16 進数 で 表現 され る 。 
すす マ シン 語 の プロ グラ ム は 質問 が 多い けど 、 し っ か りお 勉強 し て ちょ うだ いね 。 


LH R 。gFH 
Ln HL 9794H COLOR 15,4。7 
Ln (@FgE9H) ,a 
Ln (9F3EAH) HL 
Lp 2 SCREEN 2 SET 
Ln (@FCAFH) 
CaLL CHBMOn 
Ln agH VHP adr。 BET 
QuT (99H) 
Ln A,4gH ggH 
OUT (99H) , 
Ln C,9BH 
Ln HL 1BagH jRON HAT adr・ 
Ln E 2 

LOnF@: Ln B,geH 1256*2byt 
OTR 
HEC E 
JR NZ ,LQOFg 

LOOP1: CALL BREARKX 
RET EC 
JR LOOP1 


一 マン マシ ン ・ イ ンタ ー フ ェ イ ス 

M S X は 機械 で し か な く 、 ま た 人 間 は 人 間 。 そ こ で 両者 の 問 
を うま く 取 り 持 つた め に 、 い ろ いろ な 考慮 を 払う 必要 が ある 。 
例え ば 計算 し た 結果 を メモ リ の 中 に 記 境 し て お くだ け で は 、 人 
間 に は わか ら な いし 、 画面 に 2 進数 で 表示 し て も すぐ に は 理解 
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マン マシ ン ・ イ ンタ ー フ ェ イ ス 


で き な い 。 そこ で 、10 進 数 の 文字 の 形 で 画面 に 表示 する 処理 が 
必要 に な る 。 ま た 、 コ ンピュータ は 人 間 の 言葉 が わか ら な い の 
で 、 人 間 が キー ボー ド か ら プ ログ ラム や デー タ を 入力 し て や ら 
な けれ ば な ら な い 。 こ の よう に 、 人 間 と 機械 を 結び つけ る た め 
に は その た め の ハ ー ド ・ ソ フト が 必要 で 、 こ れ ら を 総称 し て マ 
ンマ シン ・ イ ンタ ー フ ェ イ ス と いう 。 し か し これ は 狭義 の 意味 
で 、 人 間 が コン ピュ ー タ を 楽に 利用 する 方 法 と いっ た も っ と 広 
い 意味 で も 使わ れる 。 デ ー タ の 数 字 を 入れ 間違え た ら 、 次 の デ 
ー タ を 入れ た あと で も ちゃ ん と 修正 で きる よう に な っ て いる か 、 
な ど 細 か い 配 慮 が ある か どう か で コン ピュ ー タ の 使い 勝手 は 大 
きく 違っ て くる 。 人 間 に と っ て 使い や すい も の に な っ て いる か 、 
つま り マ シマ シン ・ イ ンタ ー フ ェ イ ス が 整っ て いる か どう か が 、 
コン ピュ ー タ シス テム や ソフ トウ ェ ア を 評価 ・ 選 択 する 上 で 重 
要 な ポイ ント と な る 。 


評 (に 


Ss きせ 9 マ 
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ュー ジッ ク ・ マ クロ 言語 信 文 字 多重 放送 便 モ ノ フ ォ ニ ッ ク / ボ リフ ォ ニ ッ ク ・ シ ン セ サイ ザ 


一 ミュ ー ジ ッ ク ・ マ クロ 言語 
プロ グラ マブ ル ・ サ ウン ド ・ ジ ェ ネ レー タ と いう LSI を コン 
トロ ー ル し て 、 音楽 を 演奏 させ る た め の 言 語 。 略し て MML。 


テン ポ 、 レ ベル な ど を 設定 する 。 


wo トー ト @*、 
同 @ 


画 文 字 多重 放送 


Synth. Unit 


P.S.6. 


文字 や 図形 情報 な どの 信号 を テレ ビ 電 波 の すき 間 を 利用 し て 
送る 放送 の こと で 、 国 際 的 に は テレ テキ スト の 名 で 呼ば れ て い 
る 。 文字 多 重 放送 の 利用 者 は 、 キ ー パ ッ ド を 使っ て 、 文 字 や 図 
形 情報 を 現在 の ニュ ー ス 速報 の テ チロ ッ プ の よう に 、 画面 上 に 映 
し 出し た り 、 テ レビ の 画面 を 消し て 、 文 字 や 図形 情報 を 画面 に 


映し 出す こと が で きる 。 文字 多重 放送 は 聴力 隊 害 者 の た め の 字 
幕 サ ービス や テレ ヒビ 番組 の 内 容 紹介 に 使用 する こと が で きる 。 


較 モ ノ フ ォ ニ ッ ク / 


ポリ フォ ニッ ク ・ シ ン セ サイ ザ 


発音 の 処理 方 法 の ちがい で 区 別 し た 、 シ ン セ サイ ザ な どの 呼 


び 方 。 


楽器 の 内 部 に 、 発音 に 必要 な シス テム が 一 つ し か 用 意 さ れ て 


いな い 場 合 に は 、 そ の シン セ サ イ ザ は 『 モ ノ フ ォ ニ 


05 ジン 
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⑯ モ ノ フ ォ ニ ッ ク / ボ ポリ フォ ニッ ク ・ シ ン セ サイ ザ 


セ サ イ ザ 」 で あり 、 複 数 の 音 を 同時 に 出す こと は で き な い (人 
の 声 な ど と 同じ )。 こ れ に 対し て 『 ポ リフ ォ ニ ッ ク ・ シ ン セ サ 
イザ 』 は 、 楽 器 の 内 部 に 全く 同じ か 、 ほ ぼ 同 じ 機能 を 持つ 発音 
の た め の シ ステ ム を 複数 (4 一 16 個 くら いま で ) 持っ て お り 、 
これ を 同時 に 押さ れ て いる 鍵盤 に し た が っ て 、『 キ ー ボ ー ド ・ 
アサ イナ 』 と 呼ば れ て いる も の が 順番 に 割り 当て て いく よう に 
設計 され て いる 。『 キ ー ボ ー ド ・ ア サイ ナ 』 の 設計 は か な り む 
ず か し く 、 回 路 も 複雑 な も の に な る の で 、 か つて の シン セ サ イ 
ザ は モノ フォ ニッ ク ・ シ ン セ サイ ザ が 主流 で あっ た が 、 最近 で 
は ほとん どの シン セ サ イ ザ が ポリ フォ ニッ ク ・ シ ン セ サイ ザ に 
な っ て いる 。 


ポリ 
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⑯ ラ スタ ・ ス キャ ン 氏 ラン ダム ・ ス キャ ン 


画 ラ スタ ・ ス キャ ン 

ディ スプ レイ の 画像 、 廊 字 な どの 出力 方 式 の 一 種 。 電子 ピー 
ム を 最上 位 か ら 出 発 さ せ 、 横 一 線 を 引き 終え た ら 次 の 行 へ 、 と 
いう 具合 に 最 下 行 まで 走査 (スキ ャ ン ) し て 画面 を 構成 する 。 
その た め 、 ナ ナメ 線 な ど は ドッ ト て 構成 され る こと に な り 、 ギ 
ザ ギ ザ (ジャ ギー) が 見 える 。 MS X も ラス タ ・ ス キャ ン で あ 
り 、192 本 の 走査 線 で 画面 が 構成 され る 。 むろ ん 、 一 般 の 家庭 
用 T V も ラス タ ・ ス キャ ン で ある 。 


園 ラ ンダ ム ・ ス キャ ン 

ディ スプ レイ の 出力 方 式 の 一 種 。 一 般 の T V な ど が 走査 線 に 
よる ラス タ ・ ス キャ ン 方 式 で ある の に 対し 、 こ の 方 式 の ディ ス 
プレ イ で は ナナ メ 線 で あっ て も 縦 線 で あっ て も 、 2 点 の 間 は 常 
に 直線 で 結ば れる 。 ス キャ ン の 方 向 が 一 定 で な いた め 、 こ の 名 
称 で 呼ば れる 。 ラ スタ ・ ス キャ ン に 比べ 、 精 密 な 表示 が 可能 だ 
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⑮ ラ ンダ ム ・ ス キャ ン 久 LAN@ リ ー ド ・ オ ン リ ー・ ス トレ ー ジ 


が 、 面 を 塗る な どの 表示 に は 適さ な い 。 ベ クタ ・ ス キャ ン と い 
う 呼 称 も ある 。 


画 LAN 

(ロー カル ・ エ リア ・ ネ ットワーク ) 
企業 内 情報 通信 網 。 大 型 コ ンピュータ は じ め 各 種 端末 機 、 オ 
フ コ ン 、 電 話 、 フ ァ ク シミ リ を ば ら ば ら に 設置 し て 単独 で 使う 
の で は な く 、 光 ファ イ バ ー や 同軸 ケー ブル を 使っ て 相互 に 結び 
つけ 、 ネ ットワーク 化し 、 社 内 の 情報 通信 を 高速 か つ シ ステ ム 
的 に 行う も の 。 
田 リ ー ド ・ オ ン リ ー・ ス トレ ー ジ 

リー ド ・ オ ン リ ー・ メ モリ の こと で す 。 文字 どおり 読み 出し 専 
用 の メモ リ で す 。 た だ し 、 中 に は 最初 の | 度 だ け 書 き 込 め る も 
の や 、 特 別 な 装置 を 使う こと で 内 容 を 消去 し て 書き 込み が で き 
る も の も あり ます 。 前 者 は ヒュ ー ズ メモ リ 、 後 者 に は 紫外 線 で 
内 容 の 消え る EP-ROM な ど が あり ます 。 
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レジ スタ @ レ ゾ リ ュー ショ ン 


較 レジ スタ 

数 値 を 記憶 し て お く 器 の こと 。 | ビット また は 複数 の ビッ ト 
を 保持 する 記憶 装置 の ひと つ 。 普通 、 主 記憶 装置 より 高速 の 回 
路 素子 が 使わ れ て お り 、 演 算 は この 上 で 行う よう に な っ て いる 。 
自由 な 目的 に 使え る 汎用 レジ スタ の ほか 、 命令 レジ スタ 、 指 標 
レジ スタ 、 送 信 レ ジス タ な ど 特 定 の 目的 の も の が あり 、 コ ン ピ 
ュー タ の 構造 に よっ て それ ぞ れ 異な っ て いる 。 
較 レゾ リュ ーション 

も と も と は 分 解 と か 分 析 と か の 意味 。 コ ンピュータ で は 、 分 
解 能 、 画 面 の ドッ ト 数 の こと を いう 。 MS X で は 256X192 が そ 
の 分 解 能 と いう こと に な る 。 グ ラフ ィ ッ ク 関 係 で の 表示 能力 を 
表わす 数 値 。 MSX 2 で は 最高 512X212 ド ッ ト の レゾ リュ ー シ 
ョ ン と な っ て いる 。 
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⑯ レ ー ザ ー 方 式 @ ワ ー プ ロ 


田 レ ー ザ ーー 方式 

光学 式 溝 な し 非 接触 方 式 の 通称 。 ビ デオ ディ スク の 方 式 の ひ 
と つ 。 日 本 で は パイ オニ ア が 最初 に 発売 し た 。 デ ィ ス ク に 空け 
られ た 小さ な 穴 を 、 レ ー ザ ー 光 線 で 読み 取り 、 絵 や 音 を 出力 す 
る 。 ピックアップ 部 と ディ スク 面 が 直接 ふれ 合う こと が な い の 
で 、 画質 の 劣化 が 起き な いこ と が 大 き な 特 長 。 最近 で は CD ( コ 
ン パ クト ディ スク ) と 兼用 の 機種 が 発売 され た り 、 デ ジタル 音 
声 付 の ディ スク が 発売 され た り と 、 音声 面 で の 向上 も 計ら れ て 
きた 。 MS X と 接続 し て ビデ オ ゲ ー ム を 楽し むこ と も 可能 。 


信 レ ー ザ ー デ ィ ス ク は 、 盤 に キズ を つけ な い の で 有名 。 大 事 に 使 お う 。 


田 ワ ー プ ロ 

正式 に は ワー ド ・ プ ロ セ ッ サ と いう 。 し か し お も し ろ い こと 
に 、 英語 に この 言葉 は な く 、 完 全 な 和製 英語 で ある 。 コ ン ピ ュ 
ー タ と 混同 され る こと が 多い が 、 ワ ー プ ロ は 文書 作成 ツー ル で 
あり 、 プ ログ ラム な ど を 処理 する 機能 は 持っ て いな い 。 ロ ー マ 
字 や か な 六 字 で 入力 し た 言葉 を 、 漢 字 に 変換 し て いく の が 主 な 
機能 だ が 、 方 式 に より 単 漢字 変換 と 文節 変換 に わけ られ る 。 ワ 
ー プ ロ 専 用 機 と され る も の は 後者 が 大 半 を 占め て いる が 、M S 
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@ ワ ー プ ロ @⑱ ワ イプ ・ イ ン ・ ア ウト 


信 ソ ニー の HitBit ワ ー プ ロ 。 今月 
の 特集 も よー く 読ん で ね 。 
X で 使え る も の は 現在 の と ころ 単 漢字 変換 の み で ある 。 通常 プ 
リン タ と セッ ト で 使わ れる の で 、 悪 筆 の 人 や 正式 な 文書 を 作成 
する の に 重宝 する 。 反 面 、 ワ ー プ ロ が 自動 的 に 漢字 に 変換 し て 
くれ る の で 、 辞書 を 引く こと が な く な っ た り 、 漢 字 が 書け な く 
な っ た りす る な どの 弊害 も で て き て いる 。 


還 ワ イブ プ ・ イ ン ・ ア ウト 


画面 転換 法 の ひと つ 。 現在 写っ て いる 画面 を 別 の 画面 に 切り 
換え る 際 、 画 面 の 一 方 (右左 、 上 下 な ど ) か らぶ ふき 消す よう に 
画面 を 消し 、 別 の 画面 が それ に 続い て 表れ る よう に する 手法 。 
一 度 に 全 画 面 が 切り 換わる の で な いた め 、 カ ッ ト ご と の つなぎ 
が スム ー ズ に な る 。 従来 は 放送 局 な ど に ある プロ 用 機器 で の み 
用 いら れ て いた が 、 最 近 で は M S X の アプ リケーション ソフ ト 
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⑯ ワ イプ ・ イ ン ・ ア ウト @ ワ イヤ ・ ス タイ ラス プリ ンタ 


と し て 使用 可 
能 な も の が で 条 に 


て きた の で 、 
個人 レベ ル で 


る よう に な っ ざさ 
た 「 記 


田 ワ イヤ ・ ス タイ ラス プリ ンタ 
イン パク ト ・ ド ッ ト プ リン タ の こと 。 細 い 線 (ワイ ヤ ) や 針 
(スタ イラ ス ) で イン クリ ポン を た た き 、 そ うし て 紙 に 打 た れる 
ドッ ト を 縦横 に 並べ て 文字 を 構成 する も 、 マ トリ クス ・ プ リン タ 
の 一 種 。 こ れ に 対し て 、 サ ー マ ル 素子 と 呼ば れる も の を ワイ ヤ 
NN 用 いて 、 熱 で 印字 する 方 式 の プリ ンタ 
、 感 熱 方 式 、 熱転写 方 式 な ど が ある 。 


信 プ リン タ は 、 パ ソコ ン 族 に と っ て 必要 不可 欠 な も の に な りつ つ あ る 1!? 
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⑯MSX-AUDIO@ ピ ッ ト マ ッ プ グラ フィ ックス 


MSX ど 関連 用 語 


和 を MSX2 
マシ ン は 、 
現在 6 機種 
そろ っ た 。 


還 MSX-AUDIO 


MSX-AUDIO (Y8950) は 、MSX 2 の た め に 作ら れ た ニュ ー 
メデ ィ ア 対応 の 多 機能 サウ ンド チッ プ 。 9 つの F M 音 源 を 持ち 、 
同時 に 9 音 、 ま た は 6 音 と 5 打楽器 の サウ ンド を 出力 で きる 。 
また 、40 種 類 の 楽器 か ら 好 き な 音 を 選択 で きる の も 特長 の 1 つ 。 
も ちろ ん 8 オク ター プ の 広い 音階 を 持ち 、 エ ン ベ ペロー プ 出力 も 
可能 だ 。 さ ら に 、 キ ャ プ テ ン シス テム や 文字 多重 放送 の サウ ン 
ド 仕様 に も 対応 し て いる の で 、M S X の サウ ンド 機能 は 大 変 高 
いも の に な る 。 


圏 ビッ トマ ッ プ グラ フィ ックス 
グラ フィ ッ ク キ ー で キー ボー ド か ら 入 力 す る グラ フィ ッ ク キ 


ャ ラク タ と 違い ・ 小さ な 点 (ドッ ト ) を も と に し て グラ フィ ッ 
ク 表示 を する 方 式 。 直 線 を 引く 場合 は ドッ ト を 一 列 に な ら べ 、 
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人 @V9938⑮ カ ラー バレ ッ ト 


塗り つぶ す 場 合 は 指定 枠 の 中 の ドッ ト を すべ て 表示 する 、 と い 
う よ う に 、 ド ッ ト を 表示 する 位置 を プロ グラ ム で 指定 し て 絵 を 
描く よう に な っ て いる 。M S X 2 で は 横 方 向 512 ド ッ ト 、 縦 方 
向 212 ド ッ ト と いう 細か さ で グラ フィ ッ ク 表 示 が で きる が 、 こ 
の 場合 だ と 108,544 個 の 点 の 集まり で グラ フィ ッ ク 画 面 が 作ら 
れる こと に な る 。 ま た 、 最 大 256 種 類 の 色 を ドッ ト ご と に 指定 
で きる の で 、M S X 2 の 画面 は 他 の パソ コン に 比較 し て 飛躍 的 
に 表現 力 が 高く な っ て いる 。 


画 V9938 


M S X の 画面 表示 に は T M S 9918A また は TM S 9928A と いう 
LSI が 使わ れ て いた が 、M S X 2 で は 機能 の 強化 の た め 、 新た 
に 開発 され た 『V9938」 と いう LSI が 使用 され て いる 。 こ の L 
SI の 特長 は 256 色 の 同時 表示 、512X212 ド ッ ト の グラ フィ ッ ク 
表示 、 横 80 文 字 表 示 、 カ ラー パレ ッ ト 、 高 速 な グラ フィ ッ ク 描 
面 機能 の 他 、 ス ー パ ー イ ン ポ ー ズ 、 テ レビ 放送 な どの 映像 信号 
の デジ タイ ズ な ど が 可能 な こと 。 こ の た め 、M S X 2 の 画面 表 
示 機 能 は 大 幅 に 強化 され 、 BASIC も 表示 関係 の 命令 を 中 心 に 
拡張 され て いる 。 


圏 カ ラー パレ ッ ト 

カラ ー パ レッ ト は MSX 2 の グラ フィ ッ ク 機 能 で あり 、 光 の 3 
原色 を 利用 し て 中 間 色 を 表現 する こと 。 い まま で の MS X で は 、 
16 色 表示 し か で き な か っ た が 、 こ の カラ ー パ レッ ト 機 能 に より 
ピン ク 、 コ バル トブ ルー と いっ た 、 い まま で 表現 で き な か っ た 色 
が 可能 に な っ た 。 プ ログ ラム 上 で カラ ー パ レッ ト を 使う こと が 
で きる た め 、 ゲ ー ム や コン ピュ ー タ グラ フィ ッ ク ソ フト に と っ 
て は 、 よ り 強 力 で 便利 な 機能 で ある 。 
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2 の ログ RGB 汚 穫 六 wt ee 
アー キテ クチ ャ 
RS-232C イ ンタ ー フ ェ イ ス 
RGB 方 式 (TTL レ ベル ) 
RF 信号 
イン タプ リタ 


走査 ( 線 ) 
相対 アド レス ・ 
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()・( ナ ) 


テレ テキ スト ・ 
テレ ックス ・ 
2 ジイ > 


DBS( デ ー タ ベース ・ サ ービス )… 
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MHD の 20 …45 
ボラ ティ ル メ モリ (VOLATILE MEMORY)… 
ポル タメ ント 5 ば 


Re の シシ ジー イラ スタ ーー プ :E162e 
SE ニン クル ング a ニ ンタ 語 ・ 


文字 多 動 放送 

i だ フォ ニッ ク / ボ リフォ 

( ラ )・( ワ ) 

ラス タッ スキ ヤン ドド oo の tee26520056 51 
5 と 2 ペペ 5 の ジグ 2XOOCCEECACOOOOCYCCYCCCCA2OO 51 
LAN( ロ ー カ ル ・ エ リア ・ ネ ットワーク ) の ooo 52 


リー ド ・ オ ン リ ー・ ス トレ ー 


ワイ ジブ < で 5 カタ アウト 
ワイ ヤ ・ ス タイ ラス プリ ンタ oooereeeerrererrrei 56 


(MSX ど ) 


MSX-AUDIO oo 
ビッ トマ ッ プ グラ フィ ックス 
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この 辞書 の 使い か た 


この 辞書 は 、 上 ・ 下 巻 に 分 か れ て いて 、 9 月 号 は 上 巻 と し て 
ビギナー 向け 、 10 月 号 は 下巻 と し て 音楽 、 グ ラフ ィ ッ クス 、 ニ 
ュー メデ ィ ア 関係 まで 、 編集 部 が ピッ クア ッ プ し た 用 語 の 解説 
を し て いま す 。 た だ し 、 用 語 と いっ て も 、 こ の 辞書 を 棒読み し 
た の で は 、 す で 忘れ て し まい 、 な ん の 役 に も 立ち ませ ん 。 
皆さん が 、M マ が ガ 、 あ る い は ほか の 雑誌 を 読ん で 、 前 後 の 文章 
を 理解 し て この 辞典 を 利用 する の が ベス ト だ と 思い ます 。 そ し 
て 、 何 度 で も 使っ て みる の が 覚え ん る コツ だ と いえ ます 。 そ れこ 
そ 、「 習 う よ り 慣れ ろ 」 と いう わけ で すね 。 


ASX 豆 辞 典 ( 下 ) 
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